
医
療
的
ケ
ア
児
者
な
ど
の
個
別
支
援

計
画
の
作
成
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
避
難
行
動
要
支
援
者
と
し
て
登

録
さ
れ
て
い
る
方
の
中
で
も
、
医
療
的
ケ

ア
が
必
要
な
方
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
未

作
成
の
ケ
ー
ス
が
多
く
、
災
害
時
の
備
え

が
整
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
な
方
は
、
停
電
や
移
動
、

避
難
先
で
の
ケ
ア
な
ど
、
災
害
時
に
特
有

の
課
題
を
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。
災
害
が

起
き
て
か
ら
で
は
間
に
合
わ
な
い
場
面
が

多
く
、
平
時
か
ら
の
準
備
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。行

政
だ
け
で
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
の
困
り
事
や
支
援
の
優
先
度
を
十
分
に

把
握
で
き
な
い
た
め
、ご
本
人
や
ご
家
族
、

支
援
者
と
協
力
し
な
が
ら
、
一
人
一
人
に

合
っ
た
具
体
的
な
計
画
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
日
常
的
に
使
用

し
て
い
る
医
療
機
器
や
薬
の
種
類
、
移
動

に
必
要
な
手
段
、
支
援
に
関
わ
る
人
の
役

割
分
担
な
ど
、
で
き
る
だ
け
細
や
か
に
整

理
し
記
録
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、
万
が
一
の
備
え
で
あ
る

と
同
時
に
「
普
段
の
暮
ら
し
の
安
心
」
を

支
え
る
仕
組
み
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
今

後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
未
作

成
の
方
に
も
小
さ
な
一
歩
か
ら
取
り
組
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
粘
り
強
く
丁
寧
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

有田川町役場 やすらぎ福祉課
主任　佐々木 裕太

「支援の視点」で安心を
「災害の視点」で備えを

安心の備えと日常の支援

「医療的ケア」とは、自宅や学校など医療機関以外の場所で、家族などが日常的に行う医療的な
行為のことです。代表的な医療的ケアを紹介します。

人工呼吸器
自分で呼吸をするのが難しい場合に使用さ

れる。24時間必要な子どもや寝るときだけ必
要な子どもなど、人によって使い方が異なる。

気管切開
気管に穴を開けて、鼻や口

とは別の空気の通り道を作る
こと。

吸引
鼻や口、気管切開の穴

から吸引カテーテルを入
れて、鼻水や唾液、たん
を吸い取ること。

酸素吸入療法
鼻や口、気管切開など

にチューブやマスクを付
けて、足りない酸素を補
うこと。

経鼻経管栄養
鼻 か ら 胃 や 腸 ま で

チューブを通して、直接
栄養剤や水分を送るこ
と。

胃ろう
おなかの表面から胃

まで開けられた、小さ
な穴のことをいい、胃
に直接食べ物や栄養
剤、水分を送る。

導尿
ぼうこうに

カテーテルを
入れて、たまっ
た尿を体外に
排出すること。

インスリン療法
糖尿病の治療のた

め、血糖を下げるホル
モンであるインスリン
を投与し、高血糖をコ
ントロールすること。

6広報ありだがわ　2025.11


